
( i )

　
　
　
　

研
　
究
　
所
　
彙
　
報

一　

二
〇
二
五
年
度
研
究
所
・
所
員
リ
ス
ト

准
教
授　

浅　

野　

晴　

哉
（
犯
罪
心
理
学
・
臨
床
心
理
学
）

教　

授　

阿　

部　
　
　

宏
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
・
思
想
、
フ
ラ
ン
ス
語
学
・
日
本
語
学
・
一
般
言
語
学
）

教　

授　

早
矢
仕　

智　

子
（
日
本
語
教
育
学
）

教　

授　

市
野
澤　

潤　

平
（
文
化
人
類
学
）

教　

授　

石　

田　

依　

子
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
）

准
教
授　

岩　

田　

京　

子
（
文
化
人
類
学
・
景
観
論
・
観
光
論
）

准
教
授　

川　

口　

か
し
み
（
憲
法
学
）

准
教
授　

栗　

原　
　
　

健
（
宗
教
学
・
近
世
ド
イ
ツ
史
）

教　

授　

間　

瀬　

幸　

江
（
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
演
劇
）

教　

授　

松　

本　
　
　

周
（
悲
嘆
ケ
ア
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
倫
理
）

教　

授　

永　

田　

貴　

聖
（
文
化
人
類
学
・
移
民
研
究
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
地
域
研
究
）

学　

長　

長
谷
部　
　
　

弘
（
経
済
学
）

教　

授　

清　

水　

禎　

文
（
教
育
学
）



( ii )

准
教
授　

杉　

井　
　
　

信
（
社
会
人
類
学
）

教　

授　

田　

中　

一　

裕
（
生
態
学
）

名　

誉

教　

授　

天　

童　

睦　

子
（
女
性
学
・
教
育
社
会
学
）

教　

授　

テ
ィ
モ
シ
ー
・
Ｊ
・
フ
ェ
ラ
ン
（
異
文
化
理
解
教
育
・
異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
シ
ョ
ン
論
）

教　

授　

八　

木　

祐　

子
（
文
化
人
類
学
・
イ
ン
ド
研
究
）

准
教
授　

兪　
　
　

幜　

蘭
（
臨
床
心
理
学
・
家
族
心
理
学
）

教　

授　

吉　

村　

典　

子
（
西
洋
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
史
）

客
　
員

研
究
員　

阿　

部　
　
　

隆
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
人
文
地
理
学
）

客
　
員

研
究
員　

後
藤
（
阪
本
）
純
子
（
元
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
助
教
授
・
イ
ン
ド
学
・
宗
教
学
）　　

客
　
員

研
究
員　

平　

川　
　
　

新
（ 
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
学
長
・
日
本
近
世
史
研
究
・
歴
史
資
料
保
存
学
）

客
　
員

研
究
員　

井　

上　

研
一
郎
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
美
術
史
）

客
　
員

研
究
員　

犬　

飼　

公　

之
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
古
代
文
学
）

客
　
員

研
究
員　

岩　

川　
　
　

亮
（ 

元
宮
城
学
院
女
子
大
学
准
教
授
・
フ
ラ
ン
ス
語
学
・
文
学
）

客
　
員

研
究
員　
Ｊ
．
Ｆ
．
モ
リ
ス
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
文
化
論
）

客
　
員

研
究
員　

片　

瀬　

一　

男
（ 

東
北
学
院
大
学
名
誉
教
授
・
教
育
社
会
学
・
計
量
歴
史
社
会
学
）

客
　
員

研
究
員　

菊　

池　

勇　

夫
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
近
世
史
）

客
　
員

研
究
員　

木　

曽　

恵　

子
（ 

宮
城
学
院
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・
文
化
人
類
学
・
タ
イ
地
域
研
究
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
）



( iii )

客
　
員

研
究
員　

九　

里　

順　

子
（ 

宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
近
代
文
学
）

客
　
員

研
究
員　

丸　

山　
　
　

仁
（
宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
・
日
本
中
世
史
）

客　

員

研
究
員　

松　

本　

の
ぞ
み
（
日
本
基
督
教
団
東
北
教
区
巡
回
教
師
・
キ
リ
ス
ト
教
社
会
倫
理
）

客
　
員

研
究
員　

森　
　
　

雅　

彦
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
西
洋
美
術
史
）

客
　
員

研
究
員　

大　

迫　

章　

史
（
東
北
学
院
大
学
教
授
・
教
育
行
政
学
）

客
　
員

研
究
員　

新　

免　
　
　

貢
（ 

宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
宗
教
学
）

客
　
員

研
究
員　

山　

極　

優　

子
（
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・
民
俗
学
）

客
　
員

研
究
員　

安　

田　

容　

子
（ 

安
田
女
子
大
学
准
教
授
・
生
き
物
文
化
史
〈
人
と
動
物
の
関
係
史
〉・
日
本
近
世
美
術
史
〈
地
方

文
人
・
画
人
研
究
〉）

二　

共
同
研
究
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
共
同
研
究
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
「
南
島
に
お
け
る
民
族
と
宗
教
」

　
　
「
多
民
族
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
文
化
」

　

共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
、
次
の
冊
子
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
　
「
沖
縄
研
究
ノ
ー
ト
」　

№
35

　
　
「
多
民
族
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
文
化
」　

№
29



( iv )

三　

二
〇
二
五
年
度
研
究
活
動
報
告

　

第
一
回　

公
開
研
究
会

　
　

二
〇
二
六
年
二
月
一
〇
日
（
火
）
一
六
時
二
〇
分
〜
一
七
時
五
〇
分
（
＝
本
学
図
書
館
第
一
セ
ミ
ナ
ー
室
）

企
画
・
司
会　

八　

木　

祐　

子
（
本
学
学
芸
学
部
人
間
文
化
学
科
教
授
）

　
　
　
『「
心
の
声
」
と
「
自
由
話
法
」
―
イ
メ
ー
ジ
・
文
学
・
言
葉
―
』

報
告　

阿　

部　
　
　

宏
（
本
学
人
間
文
化
学
科
教
授
）

　
〈
共
同
研
究
「
多
民
族
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
文
化
」
主
催
〉

　

第
一
回
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
公
開
講
演
会
「
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
」

　
　

二
〇
二
五 

年
六
月
二
〇
日
（
金
）
一
六
時
二
〇
分
〜
一
七
時
五
〇
分
（
＝
本
学
講
義
館
二
階
Ｃ
二
〇
三
教
室
）

企
画
・
司
会　

浅　

野　

晴　

哉
（
本
学
学
芸
学
部
准
教
授
）、
松　

本　
　
　

周
（
本
学
一
般
教
育
部
教
授
）

　
　
　

命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室　

あ
な
た
は
マ
マ
の
自
慢
の
子

講
師　

佐　

藤　

早　

織
氏
（
犯
罪
被
害
者
遺
族　

宮
城
県
警
察
「
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
」
講
師
）

　

第
二
回
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
公
開
講
演
会

　
　

二
〇
二
五
年
一
一
月
二
五
日
（
火
）
一
六
時
三
〇
分
〜
一
七
時
五
〇
分
（
＝
本
学
大
学
講
堂
）

企
画
・
司
会　

松　

本　
　
　

周
（
本
学
一
般
教
育
部
教
授
）

　
　
　

能
登
に
生
き
、
能
登
の
街
を
つ
く
る

講
師　

森　

山　

奈　

美
氏
（
株
式
会
社 

御
祓
川　

代
表
取
締
役
社
長
）



( v )

　

第
三
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

二
〇
二
六
年
一
月
九
日
（
金
）
一
六
時
三
〇
分
〜
一
七
時
五
〇
分
（
＝
本
学
講
義
館
四
階
Ｃ
四
〇
三
教
室
）

企
画
・
司
会　

永　

田　

貴　

聖
（
本
学
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
教
授
）

　
　
　
「
経
験
を
書
く
」
と
は
・
・
・

登
壇
者　
　

金　

村　

詩　

恩
氏
（
著　
　
　
　

述　
　
　
　
　

家
）

中　

島　

弘　

象
氏
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
）

指
定
質
問　

間　

瀬　

幸　

江　

 

（
本  

学 

一  

般  

教  

育  

部  

教   

授
）

　

八
木
祐
子
先
生　

定
年
退
職
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
ア
ジ
ア
の
社
会
変
容
と
女
性
』

　
　

二
〇
二
六
年
二
月
二
一
日
（
土
）
九
時
三
〇
分
〜
一
二
時
（
＝
本
学
第
二
講
義
館
三
階
Ｋ
三
〇
二
教
室
）

　
　
　

第
一
部　
「
北
イ
ン
ド
農
村
の
社
会
変
容
と
女
性
―
４
０
年
の
時
を
こ
え
て
」

報
告　

八　

木　

祐　

子
氏
（
本
学
学
芸
学
部
人
間
文
化
学
科
教
授
）

　
　
　

第
二
部　

報
告
一　
「
タ
イ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
：
交
差
す
る
差
異
と
不
平
等
」

木　

曽　

恵　

子
氏
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
　
　
　
　

報
告
二　
「
ベ
ト
ナ
ム
の
女
性
た
ち
：
方
法
論
と
し
て
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
」

伊　

藤　

ま
り
子
氏
（
東
亜
大
学
人
間
科
学
部
国
際
交
流
学
科
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

報
告
三　
「
ネ
パ
ー
ル
の
女
性
と
儀
礼
：
社
会
的
経
験
は
変
わ
っ
た
か
？
」

　

工　

藤　

さ
く
ら
氏
（
国
立
民
族
学
博
物
館　

特
任
助
教
／
人
文
知
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
）



( vi )

　
　
　
　
　
　
　

報
告
四　
「
イ
ン
ド
の
村
の
女
性
た
ち
：
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
求
め
て
」

菅　

野　

美
佐
子
氏
（
青
山
学
院
大
学
・
地
球
共
生
学
部
・
助
教
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
催　

宮
城
学
院
女
子
大
学
学
芸
学
部
人
間
文
化
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　

共
催　

宮
城
学
院
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
・
宮
城
学
院
女
子
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
〈
共
同
研
究
「
南
島
に
お
け
る
民
族
と
宗
教
」
主
催
〉

　
　

二
〇
二
五
年
一
一
月
一
五
日
（
土
）
一
三
時
〜
一
六
時
（
＝
本
学
講
義
館
三
階
Ｃ
三
〇
八
教
室
）

企
画
・
司
会　

栗　

原　
　
　

健
（
本
学
一
般
教
育
部
准
教
授
）

　
　
　

八
重
山
歌
謡
に
見
る
動
植
物
の
世
界
と
人
の
暮
ら
し

講
師　

山　

里　

純　

一
氏
（
琉　

球　

大　

学　

名　

誉　

教　

授
）

講
師　

奥　

土　

晴　

夫
氏
（
前  

仙  

台  

市  

吉  

成  

市  

民  

セ 

ン 

タ  

ー  

館  

長
）

歌　
　

山　

田　

た
か
ね
氏
（
八
重
山
古
典
音
楽
安
室
流
保
存
会
教
師
）

四　

所
員
消
息
（
二
〇
二
五
年
四
月
―
二
〇
二
六
年
三
月
）

　

早
矢
仕　

智　

子　

教
授

共
著　
『
日
本
語
教
育
実
習
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
』
編
著
者
：
北
出
慶
子
・
澤
邉
裕
子
・
嶋
津
百
代
・
杉
本　

香
・
横
溝
紳
一
郎
・
著
者
：

植
村
清
加
・
塩
田
朝
子
・
新
矢
麻
紀
子
・
瀬
口
雅
美
・
高
島
史
乃
・
中
川
祐
治
・
中
谷
潤
子
・
西
村
美
保
・
早
矢
仕
智
子
・
山

本
弘
子
（
二
〇
二
五
年
十
一
月
二
〇
日
、
凡
人
社
）



( vii )

そ
の
他　
「
多
文
化
共
生
を
考
え
る
夏
合
宿in

大
崎
―
日
本
語
教
育
と
地
域
社
会
の
現
場
か
ら
―
」
企
画
実
施
（
二
〇
二
五
年
八
月

二
〇
日
〜
二
一
日
、
大
崎
市
立
お
お
さ
き
日
本
語
学
校
・
大
崎
市
図
書
館
〈
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
育
研
究
費
〉）

そ
の
他　
「
第
十
三
回
韓
国
大
学
生
日
本
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
」
審
査
員
（
主
催
：
釡
山
日
本
人
会
・
韓
国
大
学
生
日
本
語
デ
ィ
ベ
ー

ト
大
会
運
営
委
員
会
、
二
〇
二
五
年
十
一
月
八
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）

そ
の
他　
「
連
携
の
た
め
の
日
本
語
教
育
実
習
研
究
会
」
第
十
一
回
特
別
編
企
画
実
施
（
主
催
：
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

(B)23K
21943

、
二
〇
二
六
年
三
月
一
日
、
大
正
大
学
）

　

岩　

田　

京　

子　

准
教
授

論
稿　
「
生
存
学
研
究
所
で
の
資
料
整
理

│
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
た
め
の
予
備
的
作
業
」
立
命
館
大
学
生
存
学
研
究
所
監
修
、
／ 

川
端

美
季
・
伊
東
香
純
編
『
知
は
分
断
を
こ
え
る

―
生
存
を
め
ぐ
る
研
究
の
現
場
』
臨
川
書
店
、
一
二
―
一
三
頁
）

学
会
発
表　
「
障
害
女
性
の
自
立
生
活
か
ら
み
る
移
動
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
保
障
の
運
動
」
岩
田
京
子
・
川
端
美
季
（
障
害
学
国
際

セ
ミ
ナ
ー
二
〇
二
五
、
二
〇
二
五
年
一
〇
月
二
五
・
二
六
日
、
大
阪
府
茨
木
市
立
命
館
大
学
大
阪
い
ば
ら
き
キ
ャ
ン
パ
ス
）

研
究
発
表　
「
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
か
ら
み
た
地
域
の
開
き
方
」（
二
〇
二
五
年
度
第
二
回
宮
城
学
院
女
子
大
学
附
属
人
文
社
会

科
学
研
究
所
新
所
員
研
究
会
、
二
〇
二
五
年
一
一
月
一
〇
日
、
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
学
院
女
子
大
学
）

　

栗　

原　
　
　

健　

准
教
授

共
著　
『
声
を
聴
く
こ
と　

ゆ
ら
ぎ
と
気
配
の
弁
証
法
』（
声
の
主
体
に
よ
る
文
化
・
社
会
機
構
研
究
会
編
、
春
風
社
、
二
〇
二
五
年



( viii )

一
〇
月　

担
当
部
分
：「
静
か
に
さ
さ
や
く
声
が
聞
こ
え
た
」
五
一
―
五
五
頁
）

新
刊
紹
介　

Elizabeth M
ARSH

ALL, W
olves in B

eow
ulf and O

ther O
ld E

nglish Texts

（『
西
洋
中
世
研
究
』第
一
七
号
、

二
〇
二
五
年
一
二
月
、
一
六
六
―
一
六
七
頁
）

記
事　
「
女
子
大
学
の
人
づ
く
り
62　

キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
意
味
」（『
仙
台
経
済
界
』
二
〇
二
五
年
九
月
・
一
〇

月
号
、
三
二
頁
）

本
学
キ
リ
ス
ト
教
講
座
「
聖
書
に
は
な
ぜ
猫
が
登
場
し
な
い
の
か
」（
二
〇
二
五
年
六
月
二
四
日
、
講
義
館
三
〇
二
教
室
）

　

間　

瀬　

幸　

江　

教
授

雑
誌
連
載　
「
一
九
二
〇
年
代
〈
狂
乱
の
時
代
〉
の
登
場
人
物
た
ち
」『
英
語
教
育
』
二
〇
二
五
年
四
月
号
〜
二
〇
二
六
年
三
月
号
（
計

一
二
回
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
主
催　
「
二
一
世
紀
に
ジ
ャ
ン
・
ジ
ロ
ド
ゥ
を
再
読
す
る
た
め
の
幾
つ
か
の
視
点
」
二
〇
二
五
年
六
月
一
日
（
日
）、

青
山
学
院
大
学
（
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
二
〇
二
五
年
度
春
季
大
会
）

同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告　
「
ジ
ャ
ン
・
ジ
ロ
ド
ゥ
と
そ
の
時
代
―
小
説
、
戦
争
、
政
治
、
女
性
」

情
報
提
供　
「〈
反
対
〉
か
ら
〈
ア
ラ
イ
〉
へ
―
人
権
が
見
え
た
そ
の
と
き
と
、
そ
こ
か
ら
の
実
践
」
二
〇
二
五
年
九
月
三
日
（
水
）、

和
洋
九
段
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
女
子
大
学
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
一
〇
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
「
女
子
大
学
の
可
能
性
と
課
題
―
今
こ
そ

女
子
大
学
の
存
在
意
義
を
考
え
る
」）

編
著
書　
『
声
を
聴
く
こ
と　

ゆ
ら
ぎ
と
気
配
の
弁
証
法
』
声
の
主
体
に
よ
る
文
化
・
社
会
構
築
研
究
会
（
代
表
・
間
瀬
幸
江
）
編
、



( ix )

春
風
社
、
二
〇
二
五
年
一
〇
月

論
文　
「『
シ
ャ
イ
ヨ
の
狂
女
』再
読
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー
」『
声
を
聴
く
こ
と　

ゆ
ら
ぎ
と
気
配
の
弁
証
法
』一
四
三
頁
〜
二
〇
二
頁
．

公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
主
催　
「
声
の
主
体
に
よ
る
文
化
・
社
会
構
築
研
究
会
編
『
声
を
聴
く
こ
と　

ゆ
ら
ぎ
と
気
配
の
弁
証
法
』

公
刊
記
念
企
画　
『
自
分
の
声
』
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
二
〇
二
五
年
一
二
月
二
一
日
（
日
）、
喫
茶
ビ
ジ
ュ
ゥ

公
開
講
演
会　
「『
経
験
を
書
く
』
と
は
…
」
指
定
討
論
者
（
二
〇
二
五
年
度
第
三
回
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
共
同
研
究
「
多
民
族

社
会
に
お
け
る
民
族
と
文
化
」
主
催
、
二
〇
二
六
年
一
月
九
日
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
講
義
館
Ｃ
四
〇
三
教
室
）

研
究
ノ
ー
ト　
「
声
を
聴
く
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
論
―
ラ
ジ
オ
番
組
制
作
を
到
達
目
標
と
す
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
策
定
と
そ
の
暫
定
的
根

拠
」『
英
文
学
会
誌
』
五
四
号
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
学
芸
学
部
英
文
学
会
、
二
〇
二
六
年
三
月
）
三
〜
二
二
頁

　

松　

本　
　
　

周　

教
授

共
著
論
考　
「
い
ま
、
建
学
の
精
神
を
問
い
直
す　

大
学
Ｓ
Ｄ
研
修
会
実
施
を
通
し
て
」（『
宮
城
学
院
資
料
室
年
報　

信
望
愛
』
第

三
一
号
、
学
校
法
人
宮
城
学
院
、
二
〇
二
六
年
三
月
三
一
日
、
五
〇
―
六
三
頁
）

論
考　
「
聖
餐
の
恵
み
」（『
日
本
基
督
教
団
福
音
主
義
教
会
連
合
』
日
本
基
督
教
団
福
音
主
義
教
会
連
合
、二
〇
二
六
年
一
月
、二
頁
）

学
会
発
表　
「
渡
瀬
常
吉
「
日
本
神
学
」
思
惟
構
造
の
分
析
」（
日
本
基
督
教
学
会
第
七
三
回
学
術
大
会
研
究
発
表
、
二
〇
二
五
年
九

月
二
日
、
同
志
社
大
学
）　　
　

キ
リ
ス
ト
教
講
座　
「
永
井
隆
『
長
崎
の
鐘
』
平
和
へ
の
祈
り
」（
宮
城
学
院
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
五
年
七
月
一
一
日
）

講
演　
「
東
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教　

歴
史
と
将
来
展
望
」（
在
日
大
韓
基
督
教
会
仙
台
教
会
、
二
〇
二
六
年
一
月
一
九
日
）



( x )

　

田　

中　

一　

裕　

教
授

論
文　
「W

hy do onion flies, D
elia antiqua (D

iptera: Anthom
yiidae), avoid m

idday adult eclosion?

」（A
pplied 

Entom
ology and Zoology, 60: 135-140. 

二
〇
二
五
年
五
月
）

研
究
ノ
ー
ト　
「
シ
バ
ス
ズ
雌
雄
モ
ザ
イ
ク
個
体
の
自
己
の
性
認
識
と
他
個
体
か
ら
の
性
認
識
に
つ
い
て
」（
昆
虫
と
自
然
、
六
〇
巻

四
〇
―
四
一
頁
、
二
〇
二
五
年
五
月
）

学
会
報
告　
「
カ
イ
コ
も
温
度
較
差
を
も
と
に
羽
化
時
刻
を
補
正
す
る
の
か
？
」（
日
本
応
用
動
物
昆
虫
学
会
第
六
九
回
大
会
、
幕
張

メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
、
二
〇
二
五
年
三
月
二
二
日
）

学
会
報
告　
「
シ
バ
ス
ズ
二
化
個
体
群
に
お
け
る
雌
性
先
熟
・
雄
性
先
熟
の
光
周
期
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」（
日
本
昆
虫
学
会
第
85
回
大

会
、
東
京
農
業
大
学
、
二
〇
二
五
年
九
月
一
四
日
）

学
会
報
告　
「
コ
ア
シ
ダ
カ
グ
モ
の
歩
行
活
動
リ
ズ
ム
」（
日
本
蜘
蛛
学
会
第
57
回
大
会
、
東
京
環
境
工
科
専
門
学
校
、
二
〇
二
五
年

九
月
二
八
日
）

講
演　
「
お
し
え
て
ム
シ
は
か
せ
〜
コ
オ
ロ
ギ
に
つ
い
て
学
ぼ
う
〜
」（
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
ス
ペ
シ
ャ
ル
）、名
取
市
図
書
館（
二
〇
二
五

年
七
月
二
一
日
）

講
演　
「
動
物
の
冬
越
し
―
寒
さ
に
耐
え
る
仕
組
み
―
」（
あ
お
ば
カ
レ
ッ
ジ
）、
仙
台
市
青
葉
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
五

年
九
月
一
三
日
）

そ
の
他　
「
宮
城
県
に
お
け
る
ツ
シ
マ
ト
リ
ノ
フ
ン
ダ
マ
シ
の
初
記
録
」（K

ISH
ID

A
IA

、
一
二
六
巻
、　

三
九
―
四
〇
頁
、

二
〇
二
五
年
二
月
）



( xi )

　

天　

童　

睦　

子　

名
誉
教
授
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
（
女
性
学
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
、
教
育
社
会
学
）

著
書
（
編
著
）　M

utsuko Tendo &
 R

iitta V
ornanen (E

ds.) H
olistic W

ell-being and the E
m

pow
erm

ent of 

C
hildren and W

om
en: C

ase Studies of C
are, R

esilience, Sustainability from
 Finland and Japan, Tokyo: 

G
akubunsha Co., Ltd., M

arch, 2026.

国
際
学
会
報
告　

M
utsuko Tendo and K

yoko Asakura, “H
idden Patriarchy and Em

pow
erm

ent of W
om

en in 

D
isaster: A Case Study of Recovery in M

iyagi, Japan”, the 5
th Forum

 of Sociology ISA
 @

M
oham

m
ed V 

U
niversity of Rabat, M

orocco, July, 10, 2025.

国
際
研
究
会
報
告　

M
utsuko Tendo and A

tsuko Shim
bo, “Invisible Pedagogy and Fam

ily E
ducation: A

 

G
enerational Study of Cultural Transm

ission and Socialization in E
ast Asian Fam

ilies”, JSE
S Virtual 

International Conference on Sociology of Education 2025,

（O
nline

）July, 31, 2025.

国
際
会
議
報
告　

M
utsuko Tendo, “Fam

ily E
ducation and D

em
ocracy in Post-1945 Japan”, the 7

th W
orld 

Congress of Education, @
 G

rand Prince H
otel O

saka Bay, Japan, N
ovem

ber, 13
th, 2025.

学
会
報
告　
「
女
子
大
学
の
展
開
に
見
る
も
う
一
つ
の
近
代
―
知
識
伝
達
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
国
際
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
会2025

年
大
会
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
「
女
子
大
学
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
の
意
義
と
役
割
―
そ
の
可
能
性
と
課
題
」

＠
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
、
二
〇
二
五
年
十
月
五
日

書
評　
「
新
刊
短
評
」　

姫
岡
と
し
子
著
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
10
講
』
岩
波
書
店 

二
〇
二
四
、『
人
口
学
研
究
』
第
六
一
号
（
四
八
巻
一

号
）、
一
一
六
―
一
一
七
頁
、
二
〇
二
五
年
九
月



( xii )

講
演　
「
男
性
の
育
児
、
保
護
者
の
対
応
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
考
え
る
」
子
育
て
ひ
ろ
ば
ス
タ
ッ
フ
研
修
＠
東
京
都
葛
飾
区

子
育
て
ひ
ろ
ば
、
二
〇
二
五
年
三
月
二
一
日

講
演　
「
災
害
復
興
に
お
け
る
人
権
ア
プ
ロ
ー
チ　

―
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
」
埼
玉
大
学
社
会
変
革
研
究
セ
ン
タ
ー
レ
ジ
リ

エ
ン
ト
社
会
部
門
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
セ
ン
タ
ー
主
催
「
災
害
×
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー
」
＠
埼
玉
大
学
総
合
研
究

棟
１
号
館
シ
ア
タ
ー
教
室
、
二
〇
二
六
年
一
月
二
一
日

メ
デ
ィ
ア
記
事
寄
稿 　
「
な
ぜ
自
然
災
害
の
死
者
数
は
女
性
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
の
か
「
高
齢
者
が
多
い
」
だ
け
で
は
説
明
で

き
な
い
隠
れ
た
理
由
」PRESID

EN
T O

nline

、
二
〇
二
五
年
六
月
二
七
日

　

八　

木　

祐　

子　

教
授

編
著
書　
『
変
容
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
人
類
学
―
現
代
ア
ジ
ア
で
し
な
や
か
に
生
き
る
』（
八
木
祐
子
・
菅
野
美
佐
子
編
） 

明
石
書
店

（
二
〇
二
六
年
二
月
発
行
）

論
文　
「
マ
ー
イ
ー
の
夢
―
北
イ
ン
ド
農
村
に
お
け
る
高
齢
女
性
の
生
活
世
界
と
そ
の
変
化
―
」『
変
容
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
人
類
学

―
現
代
ア
ジ
ア
で
し
な
や
か
に
生
き
る
』（
八
木
祐
子
・
菅
野
美
佐
子
編
） 

明
石
書
店（
二
六
〜
五
一
頁
、二
〇
二
六
年
二
月
発
行
）

研
究
ノ
ー
ト
「
ボ
ー
ジ
プ
リ
ー
文
化
圏
の
婚
姻
儀
礼
と
民
俗
歌
謡
（
そ
の
７
）」『
多
民
族
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
文
化
』N

O
.29 

宮
城
学
院
女
子
大
学
付
属
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
（
印
刷
中
、
二
〇
二
六
年
三
月
発
行
予
定
）

研
究
発
表　
「
ボ
ー
ジ
プ
リ
ー
民
謡
に
み
る
感
情
―G

ali

を
中
心
に
―
」
北
イ
ン
ド
農
村
に
お
け
る
家
族
と
住
ま
い
の
変
化
― 

U. 

P.
州
東
部
の
あ
る
家
族
を
中
心
に
―
」（
主
催
：
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
、
基
盤
研
究
B
「『
感
情
』
の
視
角
か
ら
南
ア



( xiii )

ジ
ア
研
究
を
再
考
す
る
」、
宮
城
学
院
女
子
大
学
、
二
〇
二
五
年
二
月
二
〇
日
）

研
究
発
表　
「
北
イ
ン
ド
農
村
の
社
会
変
容
と
女
性
―
40
年
の
時
を
こ
え
て
―
」
八
木
祐
子
先
生
定
年
退
職
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
ア
ジ
ア
の
社
会
変
容
と
女
性
』（
主
催
：
宮
城
学
院
女
子
大
学
学
芸
学
部
人
間
文
化
学
科
、
共
催
：
宮
城
学
院
女
子
大
学
付

属
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
宮
城
学
院
女
子
大
学K

302

教
室
、

二
〇
二
六
年
二
月
二
一
日
）

海
外
調
査　

北
イ
ン
ド
、
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
ア
ザ
ム
ガ
ル
地
区　

二
〇
二
五
年
八
月
二
一
日
〜
二
〇
二
五
年
九
月
八
日

「
北
イ
ン
ド
、ボ
ー
ジ
プ
リ
ー
文
化
圏
に
お
け
る
家
族
と
女
性
―
儀
礼
と
民
俗
歌
謡
を
中
心
と
し
て
ー
」に
関
す
る
海
外
調
査（
宮

城
学
院
女
子
大
学
研
究
助
成
費
）


